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り返される場合でも著明な呼吸変化がみられる．

　10．妊娠モルモットでは反復音刺戟を加える場合に

著明な呼吸変化がみられる．単一な音刺戟を与える場

合には非妊娠モルモットとの間に特別な差異はみられ

ない．

　11．摂氏6度～13度までの室温のもとでモルモット

の呼吸数は1分間に61ないし78で，平均呼吸数は67で

あるが呼吸状態は全般に，不規則，乱調となり，最も

著明なことは時々全身乱訴がみられることである。

　12．摂氏20心ないし26度では，呼吸数，呼吸状態は

極めて安定し，一規則的である．

　13．摂氏27度ないし34度では，モルモットの1分間

の呼吸数は83ないし120で，平均105である．耐般に呼

吸状態は，不規則となり，温度が高くなるとともに頻

　　　　　　　　　　　●速乱調になる．

　14．モルモットの呼吸運動は摂氏20度～26度におい

て最も安定し；かつ規則的である．

　15．モルモットは室内照明に使用する電球，100ワ

ット，40ワットをそれぞれ点滅させると著明な呼吸変

化を示す．

　16．電球の点滅はモルモ；ントの呼吸運動に影響を与

えるが，消燈中または点燈中のごとく条件が一定であ

るときは呼吸運動は規則的である．

　17．100ワットの電球を点滅する場合は40ワットの

電球を点滅する場合より呼吸変化は幾分強く現われ

る．

　以上の基礎実験からモルモットの呼吸を観察するに

は次のような条件下において行なわれることがのぞま

しい．即ち

　1．飼料を与えた直後はさけ，空腹時に行なうよう

にする，

2．できるかぎり音刺戟をさげるようにつとめる．

3．室温は27。C～34。Cであること．

4．照明は常に一定，不変であること．
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第・2編　モルモットの嗅刺戟性呼吸反射

1。緒 言

　第1編でモルモットの呼吸運動について種々実験検

討し，モルモットが呼吸生理の実験に使用するととが

できる動物であることを確認しえたので，本編におい

ては，モルモットの嗅刺戟に対する呼吸運動φ変化，

即ち嗅反射について検討したのでその実験成績を報告

する．　　　　．

五．実験材料及び実験方法

1．実験材料

1．実験動物

第1編において述べたような条件に一致したモルモ

ットを使用した．実験に使用した嗅素はZwaafdema・

kefの分類によるところの①純嗅素としては，アミー

ルアセタ「ト，ヘリオト戸一ププグアヤコール，ピリ

ヂン，カプロン酸，ニトロベンゾール，スカトール

で，第4類継継香鷹，第5類メルカプタンは，前者は

入手できず，後者はその悪臭のあまりに強きにすぎ，

種々障害があったので実験に使用しなかった．②粘膜

刺戟性嗅素としては四塩化炭素，三三酸を使用した．

　2，実験装置

　第1凹凹4章に述べた通りである．

　3．実験方法
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　1．嗅素瓶の作り方

　内容500ccの硝子製三角コルベンにそれぞれの量

を入れ，パラフィン紙をもつておうたゴム栓でかたく

密栓し，40。Cの重湯煎15分の後，三角コルベンを倒

立しその三図部が浮き上がるのを防ぎこのままの状態

に約一昼夜おき，内部の面素が完全に蒸発して瓶内空

気とよく混和したものを嗅素瓶として用いる．

　2．嗅素の濃度

　実験に使用した嗅素の濃度は原液，10倍，100倍，

1000倍稀釈を主として用い一部10000倍，100000倍稀

釈を用いた．ここに例えば，100倍稀釈とは嗅素原液

1を流動パラフィンで稀釈したものを意味する．なお

使用に際しこの倍数稀釈の嗅素溶液をよく混和し，硝

子製三角コルベンに封入し実験に供した．

皿．正常モルモットの嗅剥載性呼吸及応

　1．序　　言

　1870年Kratschmerが家兎の鼻腔内に煙草：，アンモ

ニア，酷酸菌の気体を吹送した場合に呼吸停止を起す

ことを発見し，これは三叉神経の末梢が刺戟されるこ

とによって起る呼吸反射であることの見解を発表して

から，多くの学者によって検討が試みられてきた．同

様なことが嗅神経を刺戟するところの物質によって起

ることがGourewitschにより発表されてからこれに

関する実験材料が多くの学者によってなされておる．

殊にBeyer，本郷等は家兎に嗅刺戟を与えた場面単

に呼吸停止反射だけでなく，呼吸頻速，呼吸緩徐等の

変化が起ることを確認しておる．私はモルモットの嗅

刺戟に対する態度を呼吸運動の変化について求めんと

て嗅刺戟の種類並びにその強弱の各種組合せのもと

に，呼吸変化について実験を行った．

　2．実験方法及びその結果

　諸種使用嗅素についてモルモットをそれぞれ10匹あ

て使用し，実験を行ったが以下その実験結果につい

ては1例ずつ挙げるζととする．なお嗅刺戟直後に現

われる呼吸反射即ち呼吸頻速の程度を現わすのに，本

郷の提示するところの嗅反射係数を用いることにし

た．これをKとすれば，これは次の式によってもとめ

る．

　　　　R’一R
　　　　　　　　×10＝・K
　　　　　R

　　R：嗅刺戟の一定時間内のモルモット呼吸数

　　R’：嗅刺戟後の一定時間内のモルモット呼吸数

なる式を用いることにした．以上の式によりえた数：K

を嗅反射係数と呼ぶ．順次これについて述べるがモル

モットに種々嗅刺戟をあたえると必ずといってもよい

位，嗅刺戟直後に呼吸頻速が現われるのでその程度に

よって嗅刺戟と嗅刺戟による呼吸反応との関係がよく

理解されると思う．

　第一実験

　嗅素「アミールアセタート」の種々濃度，100000

倍，10000倍，1000倍，100倍，10倍，2倍稀釈，原液

の7種嗅素瓶を作製しこれを第1～7嗅素瓶とし，順

次正常成熟モルモットの前鼻孔から嗅がせ，その際み

られる呼吸運動の変化を観察した．

　第3号モルモット（体重605gr．3）第9表のごと

く第1～2瓶では嗅刺戟を与えても呼吸運動に変化は

みられない．第3嗅素瓶ではある時間後に漸く呼吸変

化即ち，呼吸頻速が現われ，第4嗅素瓶以下では次第

に敏感に呼吸反応が現われる．第3号モルモットにお

ける係数をみると第4～6嗅素瓶で1．6，2。5，2．5と

なり面素濃度がたかまるにつれて呼吸頻速の程度が増

強聡てゆくのが分る．第7嗅素瓶の嗅素原液を嗅がせ

た場合はさらに呼吸が乱調となってくる．また第7号

モルモット（体重560grδ）では第10表のごとく，第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3嗅素瓶による嗅刺戟持続中に呼吸は緩徐となり，嗅

刺戟除去後，再び呼吸頻速が現われさらに第5嗅素瓶

では呼吸緩徐の状態が持続し，第6嗅素瓶では呼吸停

止が現われる，この実験から次の事実を知ることがで

きる，嗅素アミールアセタートを種々濃度の気体とし

第　　9　　表　　室温　23。C
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第10表室温23。C
嗅素瓶
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濃…　度

1　　104

豆　103

1：500

13100
1310
1：1
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嗅刺戟直後（係数，持続時間）

速頻
”
”
”

吸呼

国吸乱調

不　　変

　〃
（K．1．6

（K．2．5

（K．3．3

（K．3．3

T．13”）

T．13”）

T．20”）

T．11”）

嗅刺戟
持続中

脳　　変

呼吸頻脈

呼吸緩徐

　〃

　〃

　〃
呼吸停止

嗅刺戟除去後

脚　　変

呼吸頻速

　〃

　〃
呼吸緩徐

呼吸停止

呼吸緩徐

不　　変

物　　常

〃
〃
〃
〃
〃

第　　11　表　　室温　21。C

嗅素瓶
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　　〃
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　〃
呼吸緩徐
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〃
〃
〃
〃
〃
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て，正常モルモットに前鼻孔から吸入させると，嗅刺

戟後間もなく呼吸三帰が起る，続いて嗅刺戟を与える

と呼吸半速がさらに持続するもの，次第に呼吸数を減

ずるもの及び呼吸停止をきたすもの等がある．これら

の呼吸変化は嗅素の濃度に従って増強するが，各モル

モット間に個差を認めないわけにはゆかない．以上

「アミールアセタート」と同様な呼吸運動の変化をも

たらす嗅素は，「ヘリオトロープ」，「グアヤコール」，

「スカトール」等である．

　第2実験

　嗅素「ピリヂン」の種々な濃度の溶液即ち100000

倍，10000倍，1000倍，100倍，10倍，2倍稀釈，原液

の7種嗅素瓶を作製し，これを第1～7嗅素瓶とし，

順次正常モルモットの前鼻孔から嗅がせこの際の呼吸

運動の変化を観察するに

第11号モルモット（体重570gr．♂）においては第11

表のごとく第1～2嗅素瓶では呼吸運動に変化はみら

れない．第1実験の「アミールアセタート」の場合で

もみられたように，モルモットにおいて呼吸頻速が現

われる最：低の嗅一濃度は1000倍稀釈である．第3～5

嗅素瓶では呼吸頻速の係数は1．6，3．3，4．1，であ

り，第6，7嗅素瓶では拒否して粗暴状を呈し，十分

な呼吸変化を観察することができない．もっと詳しく

観察するために，第12表のごとく，嗅素濃度を1000倍

稀釈のほか500倍，100倍，50倍，10倍，2倍稀釈，原

液の嗅素瓶を作製し，これを用いて実験観察するに，

第13号モルモット（体重650gr．6）では第1～6号

嗅素瓶で，嗅刺戟直後呼吸頻速が現われ，次いでひき
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つづき嗅刺戟を与えると呼吸緩徐に移行し，嗅刺戟を

除去すると，呼吸頻速，呼吸乱調等の呼吸変化が起る

のが判然とみられる．ピリヂンでは，アミールアセタ

ート，ヘリオトロープ，グアヤコール，スカトール等

に比較して極めて鋭敏に呼吸運動の変化が発現する．

また嗅素濃度が大となるとともに嗅反射係数も大とな

り，一定濃度以上になるとこれに応ぜず粗暴状を呈し

て観察ができなくなることが知られる．以上「ピリヂ

ン」と同様な呼吸運動の変化を示す嗅素は，私の実験

結果によれば「ニトロベンゾール」である．

　第3実験　　　　　　　．

　嗅素「カプロン酸」の種々な濃度，1000倍，500倍，

100倍，50倍，10倍，2倍稀釈，原液の7種嗅素瓶を

作製しこれを第1～7嗅素瓶とし，順次正常モルモッ

トの前鼻孔から嗅がせ，その際の呼吸運動の変化を観

察するに，第17号モルモット（体重590gr．♀）に第

1～7嗅素瓶を順次嗅がすと，嗅刺戟直後呼吸頻速が

現われ，引きつづき嗅刺戟を与えるとなお呼吸頻速の

状態が持続延長する，殊に第6，7嗅素瓶では呼吸乱

調，呼吸停止を惹起し，嗅刺戟を除去直後は呼吸緩徐

を示し第6～7嗅素瓶では呼吸頻速を呈し，そして正

常呼吸運動にかえる．以上の実験事実から「嗅素カプ

ロン酸」をモルモットに嗅がすと呼吸緩徐は起らない

ことが分る．即ち正常モルモットに種々な種類及び濃

度の嗅刺戟を与えると第1～3実験に示すような3つ

の場合の呼吸運動の変化が起る．

　第4実験

　粘膜刺戟性感素である氷酷酸の種4な濃度1000倍，

500倍，iOO倍，50倍，10倍，2倍稀釈，原液の7種の

嗅素瓶を作製しこれを第1～7嗅素瓶とし，順次正常

モルモットに嗅がさせその際の呼吸運動の変化を観察

するに第21号モルモット（体重615gr．3）第三4表に

示すように，第1～5嗅素瓶では呼吸頻回が極めて著

明に起る．次いで呼吸緩徐に移行する．ただ第4，5

嗅素瓶では呼吸緩徐に加えるに波動様呼吸，呼吸停止

の呼吸変化がみられることが特異的である．嗅反射係

数は，2．5，3．3，3．3，4．1，5．0となり，その持続時

間も純嗅素に比しはるかに延長しそれぞれ25”，35”，

35”，28”，7”となる．第5嗅素瓶では嗅刺戟が強き

にすぎ，嗅刺戟直後呼吸頻速続いて呼吸停止反射が現

われ，持続時間が一見短く反応が弱いようにみえるの

で，実際は呼吸停止反射をもつて応ずることからも分

るように強いのである．モルモットによっては氷酷酸

100倍稀釈ですでに波動様呼吸を示すものもある．し

かし第14表に示すような呼吸反応を示すものが最も多

い．また同じ粘膜刺戟性嗅素でも四塩化炭素を使用し

ての実験成績では，第15表に示すように，

　第24号モルモット（体重750g鶴8）における実験

第　　13　表　　室温　22。C

嗅素瓶
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濃　度

1　103

1　500

1　102

1　50

1　10

1　1

嗅刺戟直後（係数，持続時間）

u

呼吸頻速

〃
〃
〃
〃
〃
〃

（KO．9

（K1．8

（K．2．7

（Kl．3．6

（K3．6

（K：．4．5

（K．3．6

T．7”）

T．13”）

T．14”）

T．18”）

T，21”）

T．25”）

T．30”）

嗅刺戟
持続中

呼吸頻速

　〃

　〃

　〃

　〃
呼吸乱調

呼吸停止

嗅刺戟除去後

正　　常

　〃
呼吸緩徐

　　〃

　　〃

呼吸頻速

　　〃

常

〃
〃
〃
〃
〃
〃

正

第　　14　　表　　室温　22。C

嗅素瓶

引
1
Ω
4
n
6
」
4
P
O
ハ
0
ワ
■

濃度

1：103

1＝500

1＝102

1：50

1：10

131
　u

嗅刺戟直後（係数，持続時間）

速
　
　
　
否

頻
”
”
”
”
　
”

吸

呼
　
　
　
拒

（K2．5

（K．3．3

（：K．3．3

（K，4．1

（K．5．0

　（不

）
）
）
）
）

〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

K
U
　
屡
U
　
K
U
　
O
O
　
7

ー
エ
　
一
　
9
召
　
Ω
乙

　
　
　
　
　
　

丁
工
丁
工
丁
明

嗅刺戟
持続中

正　　　常

呼吸緩徐
　　〃

波動様呼吸

呼吸停止
拒　　　否

　　〃

嗅刺戟除去後

呼吸頻数
　　〃

　　〃

　　〃

波動様呼吸

呼吸頻速
粗　　　平

常

〃
〃
〃
〃
〃
〃

正
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第　　15　表　　室温　24。C

嗅素瓶

1
9
召
∩
δ
4
K
U
R
V
7

濃　度

1　103

1　500

1　102

1：50

1：10

1＝1

　u

嗅刺戟直後（係数，持続時間）

呼吸頻速

〃
〃
〃
〃
〃
〃

（K，0．8

（K．1．6

（K2．5

（K．2．5

（K2．5

（K3．3

（K：．3．3

T．7”）

T．7”）

T．15”）

T．15”）

T．20”）

T．21”）

T．13”）

嗅刺戟
持続中 嗅刺戟除去後

正

　〃
呼吸緩徐

　〃

　〃

　〃

　〃

常陪蠣速

〃
〃
〃
〃
〃
〃

常

〃
〃
〃
ケ
〃
〃

正

　
中
早
速
徐
止
吸

　
続

　
持
呼
頻
緩
停
呼

表
幟
常
吸
吸
吸
動

　
痢

16

k
正
呼
呼
呼
波

　
　
／
／
↓
＼
＼

　
　
　
／
一
＼

第
後
　
　
速

　
直
　
頻

　
戟

　
喧
　
　
　
吸

　
ボ

　
嗅
　
　
呼

嗅刺戟除去後

結果のごとく第1～7嗅素瓶で，呼吸頻速が起る．即

ち嗅素濃度の最も大なるところでも同じように呼吸頻

速を起し，次いで呼吸緩徐に移行する．嗅刺戟を除去

すると，すべての嗅素瓶について呼吸頻速が起り，次

いで正常呼吸にかえる．この場合の呼吸頻速は嗅刺戟

直後にくるところの呼吸頻速と異なり持続的時間も短

くかつ弱い場合についていえることである．以上のよ

うな結果がら次のことが知られる．同じ粘膜刺戟性嗅

素でも第14表及び第15表に示すごとく，モルモットの

嗅刺戟に対する呼吸反応には二様あって，それぞれ相

異なる呼吸反射を呈する．また粘膜刺戟性嗅素はその

濃度が小であっても，純嗅素にくらべて鋭敏に作用

し，その呼吸反応も実に明確である．

　3．本章総括及び結論

1．第1～4実験の結果次のごとき成績をえた．即ち

いずれの嗅素をもつて嗅刺戟を与えてもその直後に呼

吸頻速が現われる．

2．呼吸頻速は嗅素の濃度によって現われる呼吸乱

調，拒否の状態が起らない限りは必ずみられる．

3．呼吸頻速は嗅素の濃度と一定の関係を有する．即

ちある一定濃度までは濃度に伴って増強しかつ持続時

間も延長する．

4．モルモットに嗅刺戟をつづけて与える際に呼吸運

動にみられる変化の推移経過をつぎのようにわけるこ

とができる．

　①最初にみられた呼吸頻速がそのままつづくもの．

　②まず呼吸四目が起りつづいて呼吸緩徐をきたすも

　　の．

　③呼吸頻速についで呼吸停止，波動呼吸をきたすも

　　の．

　④面素濃度が小なる場合は嗅刺戟直後の呼吸高速に

　　ついでなお嗅刺戟を持続して与えるも次第に正常

　　呼吸に移行するもの．

　以上を表示すると第16表のごとくである．

5．嗅刺戟に対する呼吸運動の変化は純嗅素たると粘

膜刺戟性感素たるとを問わず心素の濃度にある程度ま

で左右される．

6．嗅刺戟による呼吸運動に変化を起す．四二濃度の

極限はおよそ1000倍稀釈でこれは各回素において大体

一致しておる．

IV．嗅覚の疲労現象

　1，序

　およそ嗅覚の疲労には感覚的なものと精神的なもの

との二つがあると思われるが，ここではこれを一とし

て考えてゆく．何故なら実際これを二つに分けて実験

を試みることは非常に困難なことである．Afonsohn

は各種の嗅素を間断なく嗅ぐときはついにその「にお

い」に対して感覚を失うことを報告している．また

Zwaardemakerも一定の嗅素に対する嗅覚の疲労の程

度は，嗅素の刺戟をうけた時間の長さに従って増加し

て最低閾値は大となり，この最低閾値の増大するのは

また，疲労を起すところの刺戟が大きいほど益々早く

現われるといっておる．飯塚も述べておるごとく，嗅

覚の諸検査に際して，この嗅覚の疲労現象というもの

は，実に大切な問題であると思われる．モルモットの
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嗅刺戟に対する呼吸運動の変化について研究するにあ

たって，この疲労現象について一検討を要すると感じ

実験を行なった．

　2．実験方法及び結果

　各嗅素の稀釈液のうちで最も円滑な呼吸反応を起す

100倍，50倍，10倍稀釈の嗅素について，モルモット

では入における実験のように嗅感持続時間を測定する

ことはできないので，嗅刺戟直後に現われる呼吸頻速

を一三として実験を行なった．嗅刺戟時間は30”，嗅

刺戟の間隔は30”及び60”の二通りをえらんだ．な

お呼吸高速を嗅反射係数Kで現わすことにした．

　第5実験

　第27号モルモット（体重5009鵡＄）

　嗅素と’しては「ニトロベンゾール」を使用，第17表

嗅刺戟間隔30”のもので，嗅刺戟直後に現われる呼吸

頻速即ち嗅反射係数をみるに，100倍稀釈で1．6，1．6，

0．8，0．8，0。8，0，0，0，50倍稀釈で2．5，2．5，1．6，

1．6，1．6，0．8，0，10倍稀釈で3．3，2．5，2・5，2・5，

1．6，1．6，0．8，0となる．第18表は嗅刺戟間隔を60”

としたものである．この実験結果から次の事実を知

る．即ち嗅刺戟間隔が短い方が疲労現象の現われ方が

早い．嗅素灘度についても，濃度の小なる方がすみや

第17表　室　温　23。C

かに疲労現象が現われる傾向がある．

　第28号「巳ルモット（体重6609L♀）

　第29号モルモット（体重750g二♂）

　嗅素として「カプロン酸」を使用，第19表は第28号

モルモットを使用して嗅刺戟間隔30”の場合の，第20

表は第29号モルモットを使用して嗅刺戟間隔60”の場

合の実験を行なったものである．前者と大体似た結果

をえておるが，ニトロベンゾールより疲労の現われ方

が早い．また刺戟が強い嗅素の方が同じ濃度であって　．

も疲労の現われ方がおそい．

　第36号モルモット（体重650gr．♀）

　粘膜刺戟性嗅素の氷酷酸を使用，第21表のごとくで

ある．この実験結果から次の事実を知る．即ち氷酷酸

刺戟の場合は嗅刺戟に応じないところの不応期ともみ

らるべきものが必ずある．それは刺戟の強い場合に強

くかつ早く現われる．嗅刺戟間隔30”の場合である．

　第44号モルモット（体重5409L♀）を使用して嗅

刺戟間隔60”の場合は第22表に示すごとくである．こ

の場合は反覆刺戟を加えても，さほどに著明な変化は

みられないが，やはり不応期というべきものや，慣れ

ともいうべき状態が現われる．粘膜刺戟性嗅素に対し

ては，モルモットによってかなり個別的差異がみられ

　　嗅素
　　　濃度
反復
　回数

1
2
3
4
5
6
7
8

1　　100

1．6

1．6

1。6

0．8

0．8

　0

　0

　0

1　50

2．5

2．5

2．5

1．6

1．6

0。8

　0

　0

1・10

3．3

2．5

1．6

2．5

1．6

0．8

0．8

　0

第19表室温25。C
　　嗅素
　　　濃度
反復
　回数

1
2
3
4
5
6
7
8

1・100

2．7

2．7

2．7

1．8

1．8

1。8

　0

　0

1　50

3．6

3．6

2．7

2．7

L8
0．9

　0

　0

1　10

3．6

3．6

2．7

1．8

1．8

0．9

0．9

　0

第18表室温23。C 第20表　室　温　25．5。C

1
2
3
4
5
6
7
8

1　　100

1．6

1．6

1．6

0．8

0．8

0．8

0．8

　0

1　50

2．5

2。5

2．5

1．6

1．6

0．8

0．8

　0

1　10

3．3

3．3

2．5

2．5

1．6

0．8

　0

　0

1
2
3
4
5
6
7
8

1　100

2．7

2．7

1．8

1．8

L8
1．8

1．8

　0

1　50

3．6

3．6

2．7

2．7

1．8

L8
0．9

　0

1　10

3．6

2．7

3．6

2．7

2．7

1．6

0．9

0．9
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、るので一定の関係を求めることは無理である1

　第6実験

　第48号モルモット（体重700gr．＄）を使用して第

23表に掲げるような諸種嗅素を用い，嗅素の100倍稀

釈のもので疲労を起させておき，次いで50倍稀釈及び

10倍稀釈の嗅素で嗅刺戟した場合の嗅刺戟直後に現わ

れる呼吸頻速を嗅反射係数で表示すると，第23表のこ

第21表室温26。C
　　一階
　　　濃度
反復：

　回数

1
2
3
4
5
6
7
8

1　100

3．3

3．3

2．5

　0

3．3

2．5

1．6

1．6

1．50

4．1

4．1

　0
3．3’

4．1

3．3

1．6

1．6

1　10

0
0
0
0
1
3
5
3

ビ
リ
吊
り
　
　

4
0
0
0
4
n
O

第22表　室　温　24。C

1
2
3
4
5
6
7
8

13100

3．3

3．3

　0

2．5

3．3

1．6

1．6

2．5

1　50　　1　10

1
1
3
3
0
0
6
5

4
4
Q
U
n
O
　
　

1
0
乙

5．0

3．3

　0

2．5

2．5

5．0

4．1

1．6

第23表室温24。C

＼＼＿タ素濃度

　嗅　　素＼一一
1・100 1　50 1　10

アミールアセタート 1．6
ρ
〇
一
り

雪
』
9
召

ρ
り
『
D

－
」
り
紹

ヘリオトロープ 1．6

グアヤコール 1．6

あ
」
溶
9
5

2
2
一
i
2

6
3
、
6
3

・
よ
・
・

1
9
U
－
凸
6
0

ピ　リ　ジ　ン 3．3 ρ
0
3

1
占
9
U

3
1

3
4ニトロベンゾール 1．6 ρ

0
厚
0

噌
⊥
9
召

ρ
0
3

｛
■
9
り

カプロン酸 2．7・ 2．7　　　3．0
3、6　　　3．6

ス　カ　ト　　ル 1．6 P
O
『
0

2
2

ρ
O
P
O

噌
⊥
9
召

氷　　酷　　酸 2．5
9
リ
ド
0

3
2

4．「
3．3

崎

とくである．即ち50倍稀釈の場合はゴシックで表示す

るとし6，2．5，1．6，1．6，　L6，2．7，2．5，．3．3とな

り，また10倍稀釈の場合は1・6，1・6，1・6，3・3，L6，

3．0，L6，4．1となり，呼吸頻度の度合は一般に弱く

なる．但し氷乱立の場合においてはこの変化はみられ

なかった．この事実は低濃度の嗅素によってすでにあ

る程度の疲労がもたらされておるたあに，より高濃度

の嗅素の刺戟によって起る呼吸頻速の度合は，その濃…

度の単一嗅刺戟の場合よりも弱くなることを示すもの

である．

　3．本章総括及び結論

　1．一定濃度の嗅素を使用し，同じ嗅刺戟を小時間

の間隔をもつて，．6～8回反復するときは，嗅刺戟直

後に現われる呼吸頻速は回数を重ねるに従って，その

程度は減弱しかつその持続時間は短縮する．

　2．一定濃度の七一をもつてする嗅刺戟性呼吸運動

に現われる疲労現象は，モルモットによってかなり個

差がある．

　3．嗅刺戟に対する疲労現象は，嗅刺戟時聞の長

さ，嗅刺戟間隔，毒素の種類，及びその濃度，嗅刺戟

の反復回数などに左右される．

　4．曲面の濃度が小なるほど，疲労現象が早く現わ

れる．

　5，粘膜刺戟性嗅素においても疲労現象や不応期と

して嗅刺戟に対して一時的に無反応な現象がみられ

る．

　6，疲労現象は嗅刺戟時間が長ければ，速かに起

り，嗅刺戟間隔が長ければ遅れる．

　7．疲労現象は嗅刺戟の反復回数が加わるに従い，

即ち刺戟回数が重なるにつれて速かに起る，

V．考 按

　嗅覚機構の解明に関する研究はすでにAronsohn，

Danzinger，　Zwaafdemaker，　Henning，飯田，本郷等に

よって行なわれてきた，また嗅覚と三叉神経の関係に

ついては，Magend至e，　K：raschmer，　Gowrewitsch，　Be・

yef，前田，本郷，飯田，石見等の実験的及び臨床的研

究があり，嗅覚感受の過程は複雑多岐を極めておる．

私のモルモットにおける嗅覚の実験においても，この

事実を幾度となく体験した．即ち嗅覚感受に至るまで

の過程に種4な要素が含まれており単一ではない．即

ち嗅覚の心理を分析した浅井め研究においてもみられ

るごとく，嗅覚を感ずるまでの時間的関係，嗅素に対

する記憶或いは連想，本能的なもの，嗅素に対する疲

労或いは感情等様々な要素が関係しておるわけであ

る．私はモルモットの嗅覚に関する実験においても，
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このようなもののうち除去し得る範囲の諸条件を極力

さけるべく，ある程度この種々嗅素に慣れたモルモッ

トを使用して実験を行なった．本郷は家兎における実

験で106倍稀釈の嗅素ですでに呼吸運動の変化をきた

すと述べておるが，私のモルモットにおける実験は嗅

素の1000倍稀釈のものから呼吸運動の変化を認めた．

また嗅素の倍数及び階段稀釈の実験結果から家兎にお

けるように，嗅刺戟の強弱に正比例して呼吸運動に変

化しない．なお私はコカインをもつて鼻腔粘膜を麻痺

せしめて実験を行なった．家兎におけるように十分

な成績をうることはできなかったが，、本郷とほぼ同じ

ような結果をえた．モルモットにおいてはとの種の

実験はかなりの工夫が必要とされる．また同嗅素であ

っても濃度によって著明な呼吸反応を呈するものと，

そうでないものとのあることからも，さらにまた嗅素

の種類によって呼吸運動に特異的なものをみることが

できないことから，私は嗅素の濃度というものがモル

モットに最も大きな影響を与えるものと考えておる．

もちろんピリヂン，カプロン酸はモルモットでは，他

の嗅素の場合とは違って強い呼吸反応を示すことは前

述のごとくである．特に高濃度のところで著明な呼吸

変化を示す．また嗅覚の疲労、については，さきに述べ

た研究者のほかに，初岡もいっておるように，鼻粘膜

刺戟による呼吸の変化には疲労現象があり，これには

被刺戟側の三叉神経の疲労が原因となっていること

は，私の実験からも推察できるが，私は嗅覚の実験に

あたってこの疲労また順応現象ともいうべき問題，さ

らにこれの恢復時期ということに最も関心を払った．

VI．結 論

　モルモットにおける嗅刺戟呼吸反応について，種々

実験し次のような結果をえた．

　1．　モルキッドに嗅刺戟を与えるとその直後に呼吸

頻速が現われる．

　2．呼吸浪速は同素濃度との一定の関係を有する．

即ちある一定濃度までは呼吸頻速は附随して増強し，

かつ持続時間も延長する．

　3，すべての嗅素をモルモットに嗅がせて起る呼吸

運動の変化をみるに，次のような場合に分つことがで

きる．

　（1）　呼吸頻速が発来して後さらに嗅刺戟を持続す

　　るとき，嗅素の濃度：に関係なく引き続き呼吸頻速

　　がつづくもの．

　（2）嗅刺戟直後呼吸頻速が発来中なお嗅刺戟を持

　　続して与えるとき呼吸頻徐をきたすもの．

　（3）嗅刺戟直後の呼吸頻速についで，嗅刺戟を持

　　寂するとき呼吸停止，波動呼吸をきたすもの．

　（4）嗅素濃度が小なる場合，嗅刺戟直後の呼吸頻

　　速についで嗅刺戟を持続するもの．

　4．モルモットの嗅刺戟に対する呼吸運動の変化は

純馬素たると，粘膜刺戟性嗅素たるとを問わず，その

雨滴の濃度にある程度までは左右される．

　5．モルモットが嗅刺戟によって呼吸運動の変化を

示す心素濃度の極限は，およそ1000倍稀釈でこれは各

嗅素において一致しておる．

　6．一定濃度の嗅素で，反復嗅刺戟を加えるとき，

呼吸計画は減弱しかつその持続時間は短縮する．

　7．一定濃度の嗅素によって嗅刺戟を行なう場合あ

らゆる疲労現象は，モルモットによってかなり個差が

ある．

　8．嗅刺戟による疲労現象は，嗅刺戟時間の長さ，

嗅刺戟間隔，嗅素の種類及びその濃度，嗅刺戟の反復

回数等に左右される．

　9，面素の濃度が小なるほど，疲労現象は速かに現

われる．

　10．粘1漠刺戟性馬素に．おいても，疲労現象または不

応期即ち嗅刺戟に対しで一時的に応じないところの現

象がみられる．

　11．疲労現象は嗅刺戟時間が長ければ速かに起り，

嗅刺戟間隔が長ければおくれる．

　12．疲労現象は嗅刺戟の反復回数を加うにる従い速

かに現われるようになる．
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附　図　　1

鑓

1．正常モルモノトの呼吸曲線
2．カブ。ロン酸（100倍稀釈）嗅刺戟

3　カプロン酸（10倍稀釈）嗅刺戟

4．ヘリオトローープ（100倍稀釈）嗅

　刺戟
5．ピリチン（10倍稀釈）嗅刺戟

・
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6．ピリチン（原液）嗅刺戟
7．ピリチン‘100倍稀釈）嗅刺戟

8　モルモノト呼吸曲線

9．ニトロヘンソール（100倍稀釈）

　　反復嗅刺戟　第1回嗅刺戟

10．同上　第2回嗅刺戟

払
撫

麟㌫で

感熱

11．同上　第3回嗅刺戟

12　同上　第4回嗅刺戟

13．同上　第5回嗅刺戟

14．同上　第6回嗅刺戟

附　図　皿
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1．ニトロヘンソール（100倍稀釈）

　嗅刺戟
2．アミールアセタート（同上）嗅

　刺戟
3．四塩化炭素（10倍稀釈）嗅刺戟

4．永酷酸（50倍稀釈）嗅刺戟

5　氷酷酸（ioO倍稀釈）嗅刺戟

6．スカトール（10倍稀釈）嗅刺戟

7．グアヤコール（同上）嗅刺戟


